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第３学年進路・人権学習 道徳デザイン案
１．主題 差別をなくそうとする生き方に学ぶ

～ 統一応募用紙制定（就職差別撤廃運動）への取り組みを通して～

２．目標

・ 「統一応募用紙」の取り組みと出会い、被差別の人々の差別への闘いと、た くましい生

き方に共感する。

・自分の進路も含めた生き方と結びつけて考え、これからの差別をなくそ う とする生き方

につなげていく。

３．学習時間（計①②時間）

第①時職業選びのポイント～社用紙から就職差別を見抜く～

（第②時「統一応募用紙」への取り組み）

４．指導案（第１時）

目標： 従来の「社用紙」の内容を確認し、その問題点や差別性に気づく。

０ ． 道徳教科書を使って 、社会参画 ・

公共の精神、社会正義について学

ぶ。

１． 自分自身の現在の進路に関わる ・これまでの進路学習の取り組みを振り返らせると

取り組みを振り返る。 共に、その先に就きたいと今考えている仕事を想

像させる。

２． 自分が会社の入社試験を受ける

ときに、自分の何をみてもらいた

いかについて考えていく。

３． 「社用紙」の内容を書いてみる。

気がついたことを発表する。

４ ． 「 社用紙 」の問題点について話し合 ・ 「 実際に入社試験を受ける とする と 、自分の何を

う。 みて欲しいですか。 」と問い、それぞれの生徒の

・問題のあると感じる項目や必要 考えを出させたい。

ないと思われる項目に印をつけ ・生徒からは、 「やる気」 「根気強さ 」など、自分の

る。 能力や意欲 ・関心 、適正などについての意見が

・印をつけた理由を考え発表し合 出されると思われる。 《適性と能力》

うなかで、 「社用紙 」の問題点の ・ 「 入 社試験に使われていた応募用紙です 。 何か

共通理解を深めていく。 気がついたこ とはありますか。 」 と尋ねながら社

用紙 （社用紙 とは就職時の応募用紙のこ と で 、

企業が独自に様式を定めていた ） を配布し気が

ついたことを出し合わせたい。

・ それらのつぶやきを基に社用紙のなかの差別性

について話し合わせていきたい。

６．どのような項目のある社用紙で、 ・ ま た 、社用紙のなかの差別性を見抜けない生徒

就職試験を受けたいか考えを出し合 には、この先差別を受ける危険性があることにも

う。 気づかせたい。

・ 「住居区分」などの分かりにくい言葉については、

その都度説明していきたい。
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・ 「 どのよ うな項目のある社用紙で 、就職試験を受

けたいか 。 」 と 問い 、自分たちのクラスで社用紙を

作るつもりで 、必要な項目と必要でない項目を出さ

せてそ生徒からは、 「誰か分からないといけないか

ら名前は必要である 。 」 「連絡先は必要だから住所

や電話番号は必要だけど、本籍の欄はいらない。 」

「 何 を会社でやりたいのか 、ど う し て入社したいの

か 、やる気を判断したいので 、動機を書 く と こ ろは

必要だと思う。 」

といった考えなどが出されるだろう。

７．統一応募用紙の取り組みについて 「適性と能力 」以外が、選考の基準になっているの

知る。 は差別 、不利益があってはいけないので 、応募用

紙 を統一 し よ う と い う 取 り 組 みが う ま れ ま し た 。 」

と、統一応募用紙の取り組みについて紹介。

・ 「社用紙」には問題があったことを確認させる。

８． 現在使用されている 「統一応募 ・２０ １５年度改訂「統一応募用紙」とワークシート

用紙」を見て、従来の社用紙や自 ②を配布し 、従来の社用紙や自分たちが考えた社

分たちで考えた社用紙との違いに 用紙との違いについて気づかせる。

ついて出し合い、その特徴を掴む。

・生徒か ら意見が出 されて く るなかで 、 「 本人の能

力 ・意欲 ・関心 ・適正が採用の基準となるよ うに作

られていること 」 「本人以外に関わる欄がないこと 」

「志望動機の記入欄が大きいこと 」などに着目させ

たい。

９． 「統一応募用紙」が作られた過程 ・資料 （調整中 ）を読み、統一応募用紙が作られる

を知る。 よ うになった過程について理解させたい。そのとき

に、 「統一応募用紙は被差別部落の人々の運動か

ら始まり 、多 くの高校生や教師が運動して実ったこ

と 」 、 それによ り 「 すべての高校卒業生に対して公

平な採用を保障するこ と にな った こ と 」 を押 さえ た

い。

10・面接で、親の仕事などがきかれ ・不適切質問に応えない力をつけさせる

たら？どうするか？ ＊高校入試での受け応えを指導する

11． 友だちの意見を聞いて、気づい ・発表させて、考えを交流させたい。

た こ とや考えた こ と 、感 じた こ と をワ

ークシートに記入する。


